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1． はじめに 
受注生産の製造業においては，受注した製品に対

する資材所要量を生産計画で計算し，必要な資材を

調達することが行われている．ここで材料費削減の

ためには，より安い取引先から材料を調達すること

が重要となる．一方で，ビッグデータ[1]として

様々な材料の情報がインターネット上で公開されて

おり，これを活用することで材料費削減が期待でき

る．そこで，本研究ではこのようなビッグデータを

活用して安価に材料を調達するシステムを提案する． 

2．  対象とする所要量計算システム 

 本研究の対象とした所要量計算[2]システムは，

機械部品の生産管理を目的として開発したものであ

る．この計算方式を図１に示す．製品は複数の部品

から構成され，各部品は鉄板などの材料を必要量だ

けを裁断し，加工して製造される．材料は資材メー

カーなどの資材販売企業より調達する．すなわち，

この対応情報を保存することにより，製品の生産計

画と連動して材料の調達量および材料費を自動的に

計算する構成になっている．なお，図では簡単のた

め部品を 1階層とし，使用量を長さで示している．

実際には部品 a や製品 Aを部品 bの製造で使用する

多階層の部品展開や，重量，面積による使用量の指

定など様々な構成がある． 

データ構造を図 2に ER 図で示す．なお，図では

主要な属性のみを記載している．部品構成表に各製

品の構成部品と所要量が，部品表には使用材料とそ

の使用量が，そして材料表に材料単価が登録されて 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：所要量計算方式の概要 

 

 

 

 
図 2:所要量計算システムのデータ構造 

 

 

 

おり，これらのデータにより各材料の使用量と材料

費を計算できる．生産計画においては材料費の削減

が重要である．一方で，市場の材料価格は常に変動

しているため，常に最新の価格を把握して調達先を

選定する必要がある． 

3． 提案方式 

本研究では，常にインターネット上の価格の動向

を監視することで，発注時点で最も安い調達先を選

定する所要量計算システムを提案する．図 3に実際

のサイト事例を示す． 

 

 

 

 

 

 

    図 3：材料販売サイトの事例[4] 

ここで多数の取引先を人手で常に監視することは

大きな負荷となる．このため自動的に Web サイトを

巡回して最新の価格情報を把握しておき，調達の際

に価格の安い調達先を選定できる構成とする．また

実際の業務では，取引先は与信調査済みなどの信頼

できる取引先に限定する必要がある．このため，取

引対象企業や企業の価格掲載サイトの情報を登録し，

これらの価格掲載サイトを監視することで価格の変

動を抽出する． 

一方で取引先との個別契約などにより，Web サイ

トに公開されている価格よりも安価に調達できてい

る場合がある．このため，調達の際にはサイトの価

格と実際の取引価格を比較して，より安価な取引先

を選定する． 

4．  実装 

提案した調達先選定方式を実装したシステムのデ

ータフローを図 4に示す．サイト情報には取引先情

報，URL，サイトのページから価格を取得する際に

必要な価格前後の文字列などの情報を登録する．シ

ステムは常時サイトを巡回し，変動があった場合に

は価格表を更新する(単価取得(O))． 
材料を調達する際には，バッチ処理で現在の単価

表の単価と価格表の単価を比較し，材料ごとに最も

安い単価の取引先を選定(単価計算(B))して単価ワ

ークに保存，確認をする．問題が無ければ，確定処

理として単価表を更新し調達を行う．ここで，確定

処理を行う際には経営的判断などで時間を要するた
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め，時制更新方式[3]により最新の材料単価を反映

できるようにした．この方式は，バッチ処理による

単価計算結果と，その後の価格変動による個別の単

価計算結果(単価計算(OB))の両方を単価ワークに保

持し，確定処理を行う際に最新の単価を選択するも

のである．本システムは Java で実装し，データベ

ースには MySQL を使用した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4：調達先選定機能のデータフロー 

5．  実験と評価 
 サイトの価格監視を自動化した場合の効率を評価

するため，手作業で価格を取得した場合と，本シス

テムで取得した場合の作業時間を評価した．手作業

の手順では，ブラウザのブックマークとして材料ご

とに価格サイトの URL を登録しておき，(1)ブック

マークから取引先を指定し，(2)該当サイトを表示，

(3)ページから該当の価格情報を抽出して Excel フ

ァイルにコピーすることで価格情報を取得した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：サイトからのデータ取得時間 

ここで，対象サイトの数の変動に伴う時間を計測

するため，①4 品目で各 4 サイトの場合と，②30 品

目で各 100 サイトの場合で実験を行った．これらの

実験結果を図 5 の①と②に示す．①の場合は価格を

取得するのに 1 件当たり平均 9.4 秒，②の場合は 1

件当たり平均 14.6 秒を要した．一方で，本システ

ムを用いてサイトから価格データを取得する時間は

1 件当たり平均 2.9 秒であった．手作業で②の全て

のサイトを巡回し価格を取得した場合，合計で約

12 時間を要する．一方，同じ条件で本システムを

用いた場合にも 2 時間 20 分を要するが，自動で巡

回するため人的負荷はない． 

さらに，図 4の単価計算および確定処理と並行し

てサイトの価格情報を検索する処理を行い，時制更

新により確認資料の閲覧などで確定処理が遅れる場

合でも最新の価格の情報を取得できることを確認し

た．ただし，図 5に示すように 1つのサイトのアク

セスに平均約 2.9 秒を要しており，価格変動が反映

されるのは確定処理までの間に巡回したサイトに限

られた．      

 

 

 

 

 

 

 

 
      図 6：分散処理 

6．  考察とまとめ 

 本稿では，ビッグデータを活用した所要量計算シ

ステムを提案した．常時価格を監視しておくことで，

調達時点で最も安価な取引先を選択することが可能

となった．本システムでは，材料価格の調査や，調

達先の選定を大幅に自動化することによって，要員

の負荷を削減できるため業務の効率化に有効である

と考えられる． 

 さらに 5 節に示すように，限られた要員が人手で

価格調査を行うには限界がある．一方で，システム

では図 6 のように複数のアプリケーションサーバに

検索先を分担させる分散処理により，巡回時間を短

縮できる．すなわち，多数の企業の中から，最新の

価格状況に基づく調達先の選定を行うことができる． 

今回は B to B を対象としたが，B to C の分野で

は価格競争に伴いより激しい価格変動が発生してい

る．このような分野への適用は，さらに有効である

と考えられる． 

 本研究は JSPS 科研費 24500132 の助成を受けたも

のです． 
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